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＜平成３０年度国見学園アクティブプラン＞              「自ら学び、心豊かでたくましく、郷土を愛する国見の子の育成」３つの柱・９項目の評価シート           【 藤田保育所 】 

 
確かな学力をはぐくむ 心身の健康を育む 郷土愛をはぐくむ 

 家庭学習の習慣化を

図る 

保・幼・小・中の学

びをつなぐ 

国際理解の充実 読書の習慣化を図る 「早寝・早起き・朝

ごはん」運動 

「あいさつ運動」 

体力の向上 

 
食育の充実 

「ふるさと国見」を

学ぶ 

子どもと地域の人々

とのつながりを深め

る 

子ども同士のつなが

りを深める 

 
 
めざす子どもの姿等 
達成規準 

達成基準 
 

発達過程に即した遊び

や経験をする。 

遊びと生活を通して

「自分でしよう」とい

う気持ちが芽生え、意

欲をもつ。 

いろいろな国の言葉の

響きがあることを感じ

る。 

読み聞かせや絵本に触

れ、関心を持つ。 

基本的生活習慣が快い

感覚として身に付いて

いく。 

生活に必要な「あいさ

つ」を知る。 

発達過程に沿って体を

動かす心地よさや楽し

さを感じる。 

楽しんで食事をし、意

欲的に食べる。 

日頃の遊びや散歩など

で国見の自然を感じ

る。 

国見の民話を知る。 

地域の方と一緒に過

し、親しみをもつ。 

「お兄さん・お姉さん」

という存在を知り親し

む気持ちをもつ。 

・家族との触れ合いや

かかわりを十分に受

け、遊びや発達に即し

た経験ができている。 

・「自分でしよう」とい

う意欲をもち身の回り

のことや遊び、活動を

行おうとしている。 

・英語の手遊びや子守

唄を楽しんで聞いてい

る。 

・読み聞かせを「おも

しろいと感じている。 

・自分から絵本に触れ

見ようとしている。 

・簡単な身の回りのこ

とを自分で行ってい

る。 

・適切な生活リズムが 

作られ過ごしている。 
・保育者と一緒に「あ

いさつ」できている。 

・生活や遊びの中で発

達に合った動きを十分

に行っている。 

・さまざまな食品や調

理形態に慣れ、食べよ

うとしている。 

・散歩や戸外遊びで自

然とかかわっている。 

・紙芝居やペープサー 

トを見て楽しんでい

る。 

・野菜栽培や行事など

で地域の人とかかわる

ことができている。 

・「お兄さん・お姉さん」

という存在を感じなが

ら、小、中学生と一緒

に過ごしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

具体的な実践 
 

○子どもの育ちや様子

を知らせ家庭との連携

を図る。 

・連絡帳（毎日） 

・保育所だより 

・クラスたより）  

○家族との触れ合い、 

かかわり  【家庭】 

○保育者との信頼関係

を基に、子どもが「意

欲」をもつことができ

る援助（日々の保育） 

○情緒的、社会的及び

道徳的な基盤の発達を

促す保育（日々の保育） 

○くにみ幼稚園との

連接、情報交換 
・幼保連絡協議会（６月） 

【前年度２歳児担任】 

・保幼連絡協議会（２月） 

【今年度２歳児担任、主任、所長】 

・町保育研究会への参加 

○午睡時の子守唄や

手遊びの英語の曲を

取り入れる（日々の保育） 

○上記の取り組みを

家庭に伝える。 

・連絡帳（毎日） 

・保育所だより 

・クラスだより 
 

 

○絵本の読み聞かせ 

・毎日２回 

○絵本の紹介 

・クラスだより 

○家読の勧め  

・毎月４～６のつく日

の取り組み【家庭】 

・「絵本大好きカード」

【家庭・担任】 

○家庭への絵本の貸出 
・職員室前に本箱を設置 

 

○家庭と連携を図り、

適切な生活リズムがつ

くられるようにする。 

・入所時面接 

保護者に聞き取りを

し、家庭での生活リ

ズムを把握する。      

・連絡帳（毎日） 

・保育所だより 

・クラスだより 

○保育所生活の中で、

簡単な「あいさつ」の

言葉を子どもと一緒に言う。  

○発達に即した身体・

運動機能の促進を促す。

・環境整備、見直し、工夫  

（保育室、遊戯室、廊下、所庭）  

・玩具、遊具の選択 

（年齢、月齢に合った物） 

○野菜の栽培 

（ミニトマト、おくら、

ピーマン、きゅうり、

なす） 

 ・苗植え、収穫、食べる  

 ・野菜を使った遊び 

 （スタンピング、製作遊びなど） 

○戸外遊びや散歩の機

会を多くする。 
○「国見の民話」のペ

ープサート、紙芝居な

どの製作 

 
 

○デイサービスとの交流 

・年----６回 

◇行事(6,10,12,3月) 

 【２歳児、担任副担任】

◇合同避難訓（6,11月） 

【全乳幼児・職員】  

○学校ボランティアの活用  

・年----６回 

【全乳幼児・職員】 

○人形劇鑑賞・年----２回 

○秋祭り「山車」の観覧 

・錦町若連 

○散歩や所外活動での地域  

の人とのあいさつや会話  

○サマーボランティア 

・７月---２日間 

【小・中・高生、福祉協議会職員】  

○職場体験 

・９月---２日間 

 【中学２年生】 
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保育所での様子を連ࠐ 

絡帳、クラス、保育所だ

より等で保護者に伝え

ていった。また、࣏ータ

ࣝサイトに෗┿を㍕せ

ることでࢲイࣞクトに

子ども達の様子を伝え

ることができ、ຠᯝ的だ

った。 

 
 
 
 
 
 

日々の援助一つ一つࠐ

に工夫を心᥃ける。手❧

ては一つではなく、様々

な方向から子どもの⯆

࿡、関心をᤊえることが

できるよう心᥃けた。 

幼保連絡協議会の参ࠐ

加により３歳児の保育、

育ちから２歳児の保育

の在り方や環境整備の

㔜要ᛶをᨵめてㄆ㆑し

参⪃になった。 

ALTによる簡単な手遊ࠐ

び、ḷ遊びを実践した。 

また、英語の絵本の読み

聞かせをじっくりと聞く

ことができ、言葉の響き

を感じることができた。 

２歳児は簡単な単語をࠐ

英語で言うことができる

ようになった。≉にクࣞ

ࣚンのⰍ、ᯝ物は理解が

早い。 

絵本の読み聞かせのࠐ

習慣化を図るためには 

まࡎは、絵本が子ども

達に身㏆な存在であり 

いつでも手のᒆくとこ

ろにあるものと⪃えら

れるため、環境の整備 

絵本の選ᐃをこまめに

行った。 

絵本大好きカードのࠐ

ᥦ出により保育所、家

庭とのඹ通理解が図れ 

子どもの⯆࿡をより具

体的に把握することが

できた。 

 

生活リズムを整えるࠐ

ことの㔜要ᛶをⓏ所や

㝆所の際に保護者に伝

え連携を図った。 

毎日の連絡帳の㔜要ࠐ

ᛶ。 

連絡帳活用に関してە

⇕心な保護者とᮍ記入

（確ㄆ༳なし）等の保

護者の 度ᕪ。 

㝈られた遊びの時間ࠐ

を᭷ຠに使用しながら 

楽しく運動（遊び）が

できるよう工夫した。 

 ᅛᐃ遊具だけでなくࠐ

保育者が遊びを工夫し 

マンࢿリ化しないよう 

心᥃ける。 

（遊びがᅛᐃ化してし

まうことのないように

する） 

ኟ௨外のᏘ⠇での食ە

育活動の実᪋ 

ㄌ生会に国見の民ࠐ

話（小ᆏ地༊にまつわ

るちࡻっ࡮᳃の⺬）を

聞かせた。ど覚からも

伝わりやすいようࣃ

シアターを用いࣝࢿ

た。 

○デイとの交流では 

Ἵく子も見られࡎ႐ん

でいる姿が多く見られ

る。（高齢者も楽しみに

している） 

○学校ᨭ援ࢥーディࢿ

ーターの方が௰❧ちと

なり様々な活動を行う

ことができた。地域の方

の協力があり交流する

様子が見られた。 

（民話、࢜カリࢼ、手品

等） 

 

触れ合う機会がᑡなࠐ

く㝈られた児❺（生ᚐ）

であったが、お஫いに

楽しむ様子がうかがえ

た。 

お兄さん、お姉さんࠐ

に親しみを持ちࡤࡑに

行こうとしたりᢪっこ

をồめたりする姿が見

られた。 

 
 
 

ḟ年度に向けて 

 
 
 

 ALTの活用（英語を聞く）ە

 。ータࣝサイトに᭦᪂する࣏今ᚋもᐃᮇ的にە

 。わかりやすいクラス౽りの発行に心᥃けるە
 

絵本の選ᐃはᏘ⠇感のあるものを選ぶが、子ども達の⯆࿡、関心のە

あるものはࡑのままᒎ♧、貸出を行う。 

 プࢵアࣝ࢟絵本の選ᐃ、保育者自身の絵本にᑐするスە

（ෆᐜの理解、様々なࣕࢪンࣝの把握、絵本大好き） 

 。ᑐ保育者、཭だちとの関わり、保育者から⋡ඛしておこなうە

 年齢にᛂじ見通しを持った運動遊びのィ⏬・実践ྛە

 。民話だけでなく国見にまつわる᫇話を知るە

 。保育者自身も「国見町」にまつわる民話、᫇話（郷土）を知るە

 。散歩だけでは࿘㎶ఫ民の方との触れ合いがᅔ難な場合が多いە

散歩㏵中でఫ民に㐼㐝するとは㝈らない。 

幼小中だけでなく同じ᪋設ෆでも学年を㉸えた触れ合いの場を設けە

る。小さいながらも自分より小さい子への存在に気付く。 

 


